
NPO 法人横浜日独協会 第 55 回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  2021年 11月 20日（土）13:00～14:40 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  23名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

成川会長 能登副会長 大瀬副会長 南雲常務理事 山口常務理事 

寺澤常務理事 大堀常務理事 坂井理事 ユーデック理事 佐藤理事 

藤田理事 中尾理事 小貫理事 大治理事 地野理事 西条理事 

齊藤常務理事 

委任（議長）： 向井副会長 小島理事 神永理事 北井理事 

         以上 21名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 野澤理事 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第 33条および第 37条にもとづき成川会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え 11月 15日全役員にメー 

ルで通知した。本会議はオンラインシステムを用いており、音声と画像がきちんと伝 

わり、適時的確な意思表明がお互いにできることを確認した。 

定款第 34条の規定により、成川会長を議長とした。 

本理事会の議事録署名は議長の成川会長、能登副会長、大瀬副会長とした。 

 

３．議題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：191個人／団体（個人 132名、ヤングクラブ青年 7名、ヤングクラブ 

学生 37名、法人 15社） 

※新入会員はドイツ人他 2名。ヤングクラブ会員中数名が在学中のメルアド 

が不使用のため連絡が不通となっており、確認後削除等の対応が必要であ 

る。（能登副会長） 

② 資金状況：11月 19日現在 合計 1,166,491円 

   ゆうちょ振替口座 617,857円 

   ゆうちょ総合口座 197,144円 

   横浜銀行     351,490円 

※前月理事会以降、会報発送やチラシ印刷等業務委託費、建築環境セミナー 



  関連経費、墓前祭献花代等で約 40万円の支出があった。今後、建築環境 

セミナーの共催助成金収入（ドイツ大使館及び日独産業協会、計 10万円） 

が予定されている。（齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ: 次号 1月号会報の原稿は集まっている。発送業務を行うひびき工房 

 の年末の業務が 12月 25日（までの予定）のため 1月号は年内発送にする。 

 原稿の締め切りを 12月 10日（金）とする。（山口編集長） 

④ 事業実績（予定）報告： 

○根岸外国人墓地墓前祭(11/6) 

○山中竹春新市長への名誉顧問委嘱状郵送（11/9） 

〇建築環境セミナー記念講演動画収録（11/8） 

〇表敬訪問スケジュール：ドイツ大使館と調整中。横浜市長及び横浜市国際局長 

も調整中。（成川会長） 

〇過日の墓前祭（11/6）に参列したドイツ大使に来濵依頼、快く承諾された。レ 

ーペル前大使着任後の来濵時に横浜で歓迎会が開催されている。（能登副会長） 

⑤ 会議スケジュール： 

第 7回総会終了：書面表決 11月 1日（月）「横浜市長交代に伴う名誉顧問委嘱 

について」 

第 55回理事会：11月 20日（土）13:00～ オンライン会議 

第 56回理事会：12月 18（土）13:00～ オンライン会議 

第 57回理事会：2022年 1月 22日（土） 対面又はオンライン 

 

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 プロジェクト／イベントについて 

 ○オンライン講演会：11月 20日（土）15：00～17：00 

  演題：「ドイツと日本語、横浜、人物秘話～十七世紀から第 2次世界 

大戦期までを辿る～」 

  講師：横浜国立大学教授（日本語教育学） 小川誉子美氏 

  ※11月 19日現在 130名の参加申込。（大堀常務理事） 

 ○建築環境セミナー2021：日独交流 160周年記念・横浜市フランクフルト市パート 

ナー都市 10周年記念 

テーマ：「ドイツに学ぶパッシブハウス＆正しい断熱施工とは！？」 

   配信期間：12月 16日（木）～12月 22日（水）事前申込者のみ Youtube視 

聴可能。 

※11月 19日現在 106名の参加希望者。記念講演の内容は一般の方にも興味 

 をもって視聴できるので、引き続き沢山の参加者を募る。（大瀬常務理事） 

 ○クリスマス会：12月 11日（土）12:00～14:00/11：30受付/横浜元町「霧笛楼」 

  ※現在 30名の参加希望者（最低催行人員 25名）となっている。会長挨拶、 



 参加者の自己紹介を中心にする。ハモニカの演奏があるが、歌やコーラス 

は行わない。新規加入者の参加があれば挨拶をお願いする。 

（南雲常務理事） 

〇講演会（対面）：1月 22日(土）15:00～17:00 

講師：黒川元オーストリア大使 

       会場：戸塚区民文化センター 4F 練習室④ 

  ※12月中旬には対面開催が可能かどうか判断する。不可の場合、急きょ講 

 演者を変更する場合がある。（能登副会長） 

 〇大茶会：基本的な準備はできている。理事会で開催日が決定されれば概ね 3か月 

  後には開催できる。暖かくなる 4月以降、コロナ感染状況にもよるが 5月か 

6月頃になるのではないか。（南雲常務理事） 

 〇横浜フランクフルト友好都市 10周年記念コンサートの共催について 

  主催：SF Music Promotion 

  協賛：メッツラー・アセット・マネジメント株式会社 

  共催：日独産業協会 横浜日独協会 

  ドイツスターピアニスト古畑祥子演奏 

  日時：2022年 3月 17日（木）18:00開場 18:30開演 

  会場：神奈川県民ホール・小ホール 

  ※小ホール（定員 400名）で招待者 200名を限度とする。JDGYについては 

   会員を中心に 100名が招待され、会員とその家族、友人や知人も参加でき 

る。（成川会長） 

〇クリスマスマーケット in都筑（コロナ感染対策、オンライン開催）： 

  オンライン配信期間 11月 25日～12月 27日。 都筑区役所ホームページに 

後援する団体名、社名及びロゴ、リンク URLを掲載される。 

都筑区より横浜日独協会の共催団体としての名義使用の承諾の依頼あり。 

   （齊藤事務局長） 

 

以上、以上、プロジェクト／イベントについて全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 オンライン会議システム導入に伴う定款変更について 

  11月 1日書面決議による名誉顧問の委嘱に関する総会を開催したが、あらためて 

総会の開催方法、表決権について所轄庁の横浜市及び指定を受けている神奈川県に 

照会中である。現状では内閣府によるガイドラインでは新型コロナ感染防止策とし 

て、定款に定められた表決方法のオンラインシステムの活用が認められているが、 

担当者の話では、各法人に対してオンライン会議システム等を盛り込んだ定款変更 

を認証申請することすすめているとのことだった。（齊藤事務局長） 

オンライン会議システムが成立する要件として、インターネット環境などによっ

て全会員が参加することが難しいことは明らかであり、対面や書面あるいは委任等



の要件を併用（ハイブリット方式）しなれば成立できない。定款変更をする場合の

条文の表現について所轄庁の確認を行い、改めて提案する。 

（成川会長） 

 

 以上、オンライン会議システム導入に伴う定款変更について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 ソーシャルネットワーキングサービス活用ガイドライン作成について 

  理事会でもソーシャルネットワーキングサービス（SNS）の活用について話し合わ 

れているが、当協会に個人情報保護規程はあるが、SNSを積極的に活用するために 

は一定のルールを定めたガイドラインが必要と思われ、総務省などが出している 

SNSガイドラインを参考にしてはどうか。（齊藤事務局長） 

 ソーシャルメディアの活用は当協会にとって中長期ビジョンに大いに係わる重要 

な課題と思われるので、中長期ビジョン委員会での議論が必要ではないか。 

（能登副会長） 

 実質的な SNSによる情報発信はこれからだが、ソーシャルメディアを活用して広 

めていくことを展望しつつ、実際の実務を担当している事務局内での検討と共に、 

昨年発足させた中長期ビジョン委員会においても議論していく。 

（成川会長） 

  

 以上、ソーシャルネットワーキングサービス活用ガイドライン作成について全理事一致し 

て承認された。 

 

第 5号議案 ドリームシッププログラムについて 

当協会の講演会で講演されたことのある大坂靖彦氏（非営利株式会社ビッグ・エ 

ス・インターナショナル代表）より、横浜でのドリームシッププログラムを開催した 

いので横浜日独協会に協力願いたいとの依頼が早瀬名誉会長を経由してあった。先般 

四国の高松で開催された同プログラムを佐藤理事が視察しており、その関連資料はす 

でに理事会前に配信済みである。 

 ドイツの若者の職業意識は高いが、日本では大学生でも卒業後の進路も決まらない 

ことなどから、働き方改革にも資するのではないか。ドイツの長所を日本に紹介する 

という JDGYの存在意義に相応しいものと思われる。 

 大坂氏はドイツ学園での可能性にも触れているが、これは難しいように思う。当協 

会としては各理事の出身校等で私立学校を中心にコンタクトの取れる可能性を探り 

たい。一般的には公立学校ではこうしたプログラムを実施する自由度はあまりないと

思われる。また、大坂氏は、学校で難しい場合は地域の自治会等でも良いとの意向が

あるので、当協会の法人会員でもありドイツに好意的なブレーメン通り商店街に当た

ってみてはどうか。 

 （成川会長） 



 

 以上、ドリームシッププログラムについて全理事一致して承認された。 

 

以上で本日のすべての議事は終了した。オンライン会議において音声・画像が確認でき適時

的確な意思表明と双方向性は終始異常なく維持されたことを確認し、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

 

    2021年 12月 6日  

議 長  成川 哲夫 

 

議事録署名人  能登 崇  

 

議事録署名人  大瀬 克博 

 

 


